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◆ 発行者コラム  ◆
   最後までお読みいただき、ありがとうございます。先日、アオリイカを釣りに海へ行ってきました。ここ２、

３年は各地でなかなか釣れず「ハズレ年」なんて言われていましたが、今年はたくさん釣れており、どうや

ら「当たり年」のようです。調べてみると、年ごとの水温変化やプランクトンの量によって釣果が大きく左右

されるとのことでした。自然の環境が少し変わるだけでこれほど結果が違うのだと、深い生き物の世界に

驚かされるばかりです。この変化を実感した経験は、日頃の仕事にも通じるものがあると感じました。世

の中の状況やお客様を取り巻く環境も、日々刻々と変化しています。今後もその小さな変化や兆しにいち

早く気付き、いつでも最適なサポートやご提案ができるよう、常にアンテナを高く広げて全力で取り組んで

まいります。 
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「守る」から「繋ぐ」へ、2026年のセキュリティ新時代  

こんにちは！オーエーセンター深嶋です。今回は、企業の皆様にとって決して他人事ではない、これからの「セキュリ

ティ対策」の重要性と、新たな制度の動きについてお話しします。

日々、ビジネスを取り巻く環境は変化していますが、実はサイバー攻撃のトレンドもここ数年で大きく様変わりしていま

す。2020年頃のサイバー攻撃といえば、特定の機密情報を執拗に狙う攻撃や、企業の重要なデータを外に漏洩させる

ことを目的とした手口が主流でした。しかし2026年現在、私たちが直面している脅威のトレンドは一変しています。現在

は、データを暗号化して身代金を要求する「ランサムウェア攻撃」や、セキュリティの隙を突いてサプライチェーン、ある

いは業務の委託先といった企業の繋がりをターゲットにする攻撃が急激に増加しているのです。

こうした深刻な状況を受け、経済産業省は企業のセキュリティ対策を客観的に評価する「セキュリティ対策評価制度」の

運用を、2026年度末に開始する予定であることを発表しました。国としても、サプライチェーン全体の安全性を底上げす

るために、本格的な舵を切り始めています。

この一連の動向から私たちが学ぶべきなのは、もはや「自社の情報資産だけを守ればいい」という時代は終わったとい

うことです。これからの時代に求められているのは、自社はもちろんのこと、大切な関係会社の業務も含めた「サプライ

チェーン全体の業務を継続する」ための、一段上のセキュリティ対策です。一つの繋がりが途切れるだけで、グループ

全体の事業がストップしてしまうリスクがあるからこそ、繋がりを守る意識が不可欠になります。

私たちオーエーセンターは、この新しいセキュリティ対策制度への対応に向けた準備を、全

力でお手伝いさせていただきます。制度への対応や日頃の対策に少しでもご不明な点や　

不安がございましたら、いつでもお気軽にお問い合わせください。地域の皆様のビジネスの

継続を、私たちがしっかりと支えてまいります。


